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規

則 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
一
条
第
一
号
中
「
特
定
物
質
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」

を
「
特
定
物
質
等
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
に
、
「
別
表
」

を
「
別
表
第
一
の
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
五
条
第
二
号
中
「
特
定
物
質
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
を

「
特
定
物
質
等
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
二
条
第
一
項
の

特
定
物
質
」
を
「
第
二
条
第
二
項
の
特
定
物
質
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
特
定
物
質
」
を

「
特
定
物
質
等
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
十
条
第
一
号
中
「
第
十
五
号
ま
で
、
第
十
七
号
か
ら
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
並
び

に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
「
第
十
六
号
及
び
」
を
削
る
。 

 

別
表
第
二
の
備
考
二
中
「
Ｋ
六
八
三
三
」
を
「
Ｋ
六
八
三
三
―
一
及
び
Ｋ
六
八
三
三
―
二
」
に

改
め
、
同
表
の
備
考
四
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

ハ 

特
定
物
質
等
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
の 

 
 

 
 

特
定
物
質
等 

 

別
表
第
二
十
一
の
一
五
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

       
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
中
第
十
一
条
第
一
号
、
第
二
十
五
条
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
別
表
第
二
の
備
考

二
及
び
同
表
の
備
考
四
ハ
の
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
そ
の
他
の
改
正
規
定
は
平
成
三
十
一

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一
五 

シ
ス
―
一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
若
し
く

は
ト
ラ
ン
ス
―
一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

又
は
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
も
の 

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
シ
ス
―

一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
及

び
ト
ラ
ン
ス
―
一
・
二
―
ジ
ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン
の
量
の
合
計
〇
・
〇

四
ミ
リ
グ
ラ
ム 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
三
十
一
号 

 
平
成
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
八
十
八
号
（
埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
技
術
指
針
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

第
一
の
別
表
一
の
備
考
９
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

特
定
物
質
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律

 

特
定
物
質
等
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
三
十
二
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
七
―
二
九
―
０
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
熊
谷
市
玉
井
三
〇
九
―
一 
外
八
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

三
百
四
十
・
七
二
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

  



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
三
十
三
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
六

十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
三
号
で
告
示
し
た
寄
居
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変

更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

寄
居
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

寄
居
都
市
計
画
下
水
道
事
業
寄
居
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
六
十
二
年
二
月
三
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

昭
和
六
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
三
号
、
平
成
五
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
三 

 
 

 
 

号
、
平
成
六
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
号
、
平
成
九
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
九 

 
 

 
 

号
、
平
成
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
七
十
五
号
、
平
成
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百 

 
 

 
 

五
十
号
、
平
成
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
九
号
、
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
四 

 
 

 
 

百
二
十
八
号
、
平
成
二
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
九
号
の
事
業
地
の
う
ち
寄
居 

 
 

 
 

町
大
字
赤
浜
字
上
宿
原
、
大
字
富
田
字
鉄
砲
宿
、
字
東
原
、
字
広
屋
、
字
前
広
屋
、
字 

 
 

 
 

中
芝
、
字
田
代
後
、
字
下
六
反
田
及
び
字
天
神
田
入
、
大
字
三
ケ
山
字
中
田
、
字
上
田
、 

 
 

 
 

字
黒
岩
、
字
西
高
山
、
字
東
高
山
、
字
大
谷
、
字
向
田
、
字
文
華
台
、
字
南
山
、
字
下 

 
 

 
 

田
及
び
字
粕
沢
並
び
に
大
字
西
ノ
入
字
高
根
沢
天
王
裏
、
高
根
沢
萩
畝
、
字
高
根
沢
大 

 
 

 
 

谷
、
字
大
橋
及
び
字
大
方
向
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
追
加
し
、
大
字
赤
浜
字
南
側
上 

 
 

 
 

町
、
大
字
富
田
字
伊
勢
原
、
字
柳
井
戸
、
字
間
ノ
田
、
字
田
代
及
び
字
中
六
反
田
地
内 

 
 

 
 

に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。 

 

ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 



 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 



告

示 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長 

相 

原 

秀 

行 

 

 

 

 



 

   
 

さ
い
た
ま
東
村
山
線 

  

路 
 

線 
 

名 

志
木
市
下
宗
岡
三
丁
目
二
二
七
四
番
七
地
先

か
ら
同
市
中
宗
岡
四
丁
目
一
七
八
七
番
一
地

先
ま
で 

(

た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に

限
る
。)

 

 

供
用
開
始
の
区
間 

 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平

成

二

十

三

年

二

月

十
八
日
付
け
埼
玉
県
朝

霞

県

土

整

備

事

務

所

長
告
示
第
二
号
で
告
示

し
た
道
路
予
定
区
域
の

一

部

供

用

開

始

で

あ

る
。 

延
長
一
九
八
・
七
九
メ

ー
ト
ル 

        

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路

の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長 

相 

原 

秀 

行 

一 

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名 

 
 

 
 

 
 

占
用
を
制
限
す
る
区
域 

 
 

県
道 

さ
い
た
ま
東
村
山
線 

志
木
市
下
宗
岡
三
丁
目
二
二
七
四
番
七
地
先
か
ら
同
市
中
宗 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
四
丁
目
一
七
八
七
番
一
地
先
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二 

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件 

 
 

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た 

 

電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 
 

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直 

 

ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

三 

占
用
を
制
限
す
る
理
由 

 
 

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害 

 

 

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。 

四 

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日 

 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
日 



告

示 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
一
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

小
宮
山 

節 

男 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

飯
能
寄
居
線 

三 

道
路
の
区
域 

 
 



   

新 旧 

旧 

新 

別 
飯
能
市
大
字
下
加
治
字
栗
屋
一
四
二
番

一
地
先
か
ら
同
市
大
字
下
加
治
字
栗
屋

一
三
五
番
一
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

 

二
〇
・
六
～
二
三
・
一 

 

二
〇
・
六
～
二
五
・
一 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

五
・
四
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

こ
の
区
域
変
更
に
よ
り
生
じ
る
不
用
物
件

は
、
売
り
払
い
処
分
と
す
る
予
定 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

小
宮
山 

節 

男 
 

 



  

   

一
般
国
道
四
百
七
号 

  

路 
 

線 
 

名 

 

日
高
市
大
字
森
戸
新
田
字
内
久
保
九
〇
番
一

七
地
先
か
ら
同
市
大
字
森
戸
新
田
字
藤
久
保

八
七
番
四
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日 

供
用
開
始
の
期
日 

 

 

平
成
二
十
六
年
九
月
十
二

日
付
け
埼
玉
県
飯
能
県
土
整

備
事
務
所
長
告
示
第
十
五
号

で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域

の
一
部
供
用
開
始
で
あ
る
。 

 

延
長
七
六
四
・
〇
〇
メ
ー

ト
ル 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

村 

正 

則 
 

 
 

一 

道

路

の

種

類

 
 

県
道 

 

二 

路

線

名 
 

吉
田
太
田
部
譲
原
線 

三 

道

路

の

区

域

 



 
新 旧 

旧 

新 
別 

児
玉
郡
神
川
町
大
字
矢
納
字
テ
ツ
ク
一

番
五
地
先
か
ら
同
郡
同
町
大
字
矢
納
字

テ
ツ
ク
一
番
三
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

間 

八
・
七
一 

～ 

一
八
・
八
四 

 

八
・
三
一 

～ 

一
八
・
八
四 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

二
九
・
一
四 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

長
谷
部 

進 

一 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

蓮
田
杉
戸
線 

三 

道
路
の
区
域 

  
 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

南
埼
玉
郡
宮
代
町
百
間
五
丁
目
三
八
九
番

二
地
先
か
ら
同
郡
同
町
百
間
五
丁
目
三
九

〇
番
一
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 

間 

八
・
六
五
～ 

一
二
・
五
〇 

六
・
七
四
～ 

 

八
・
六
五 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

七
七
・
四
八 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 
 
 
 
 
 

考 



 

告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

長
谷
部 

進 

一 

  
 



 

 

蓮
田
杉
戸
線 

路 
 

線 
 

名 

南
埼
玉
郡
宮
代
町
百
間
五
丁
目
三
八
九
番
二

地
先
か
ら
同
郡
同
町
百
間
五
丁
目
三
九
〇
番

一
地
先
ま
で 

供 

用 

開 

始 

の 

区 

間 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日 

供 

用 

開 

始 

の 

期 

日 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日
付
け
埼
玉
県
杉
戸

県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号
で
告
示
し
た

道
路
予
定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

 

延
長 

七
七
・
四
八
メ
ー
ト
ル 

備 
 
 
 
 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路

の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

長
谷
部 

進 

一 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名 

 
 

 
 

 
 

占
用
を
制
限
す
る
区
域 

 
 

県
道 

蓮
田
杉
戸
線 

南
埼
玉
郡
宮
代
町
百
間
五
丁
目
三
八
九
番
二
地
先
か
ら
同
郡
同
町
百 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

間
五
丁
目
三
九
〇
番
一
地
先
ま
で 

二 

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件 

 
 

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た 

 

電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 
 

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直 

 

ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

三 

占
用
を
制
限
す
る
理
由 

 
 

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害 

 

 

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。 

四 

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日 

 

 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
日 
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